




　わたしたちは快適な生活を送るために、昔に比
べ、たくさんの水を使っています。
　この水をそのまま流すと生活環境に悪影響を及
ぼすだけでなく、川や海を汚す原因になります。
　下水道は、わたしたちが使った水をきれいにし
て川や海に帰してあげることをはじめとして、い
ろいろな役割を果たしてくれます。



　市では、下水道管の敷設工事を着々と進め
ています。
　みなさんには、この工事が始まってからい
くつかの過程を経て、下水道を利用していた
だけるようになります。
　安全で快適な暮らしのための下水道を、実
際に利用していただけるまでを簡単にご説明
します。



　わたしたちの快適な生活のために、欠くことのできないさまざまな公共施設。
その中には、道路や公園のように市民全体が利用できる施設と、下水道のよう
に限られた区域の方しか利用できない施設があります。
　下水道の建設費をすべての方の税金でまかなうことは、下水道を利用できな
い方にも負担してもらうことになり、公平性を欠くことになります。
　そこで下水道整備によって、環境衛生の向上、土地の利便性の増加等による
利益を受ける方（受益者）に建設費の一部を負担していただく制度が受益者負
担金・分担金制度です。



　賦課対象区域内の土地の面積に1平方メートルあたり600円を乗じて得た額
が負担金・分担金となります。
　なお、この負担金・分担金は、12回（年４回で３年間）に分割して納めて
いただくことになっています。

【例】165㎡（約50坪）の土地をお持ちの方の負担金・分担金は、次のとおりです。









　市の設置する下水道は、雨水と汚水とを別々に処理
する分流式です。
　公共下水道に接続できるようになると、みなさんに
は宅地内に排水設備を設置し、管理していただくこと
になります。
　この排水設備によって、お風呂、台所、トイレなど
家庭から排出されるすべての雑排水を公共下水道に流
していただけるようになります。



　公共下水道の工事が終わり、みなさんが排水設
備を設置できるようになりましたら、市からお知
らせいたします。
　下水道法では、公共下水道が使用できるところ
に土地、建物を所有している方は、できるだけ早
く排水設備を設置し、汚水を公共下水道に流すよ
うにしなければならないと定められています。
　１日も早く排水設備を設置しましょう。



　排水設備・トイレ等の工事費は、敷設の長さ、形
状、家屋の間取り、配水管の埋設位置、据付便器
の種類等がひとつひとつの家で異なるため、一口で
「排水設備の工事費は◯◯◯，◯◯◯円です」とは言
えません。
　工事にあたって指定工事店にご相談ください。





　下水道の使用が開始されると、利用されるみ
なさんから下水道使用料を納めていただくこと
になります。
　これは、下水道管の清掃や補修をはじめとし
て各種下水道施設を維持管理するための費用と
なります。



　下水道の使用量に応じて、次の表により
算定した額になります。

 m3 円  m3 円  m3 円  m3 円  m3 円

0 1,452 11 1,639 22 3,740 33 6,138 44 8,800

1 1,452 12 1,826 23 3,949 34 6,380 45 9,042

2 1,452 13 2,013 24 4,158 35 6,622 46 9,284

3 1,452 14 2,200 25 4,367 36 6,864 47 9,526

4 1,452 15 2,387 26 4,576 37 7,106 48 9,768

5 1,452 16 2,574 27 4,785 38 7,348 49 10,010

6 1,452 17 2,761 28 4,994 39 7,590 50 10,252

7 1,452 18 2,948 29 5,203 40 7,832 75 16,577

8 1,452 19 3,135 30 5,412 41 8,074 100 22,902

9 1,452 20 3,322 31 5,654 42 8,316 200 49,302

10 1,452 21 3,531 32 5,896 43 8,558 400 102,102

基本水量 基本料金 超過水量
超過料金

（1m3につき）

10m3まで 1,452円 11m3～20m3 187円

21m3～30m3 209円

31m3～50m3 242円

  51m3～100m3 253円

   101m3～ 264円

〔例〕22m3使用した場合の下水道使用料は…
　　 1,452円（10m3までの基本料金）+187円×（20m3−10m3）+209円×（22m3−20m3）＝3,740円



　下水道が使用できるようになったからといって、何
を流してもいいという訳ではありません。下水道はみ
んなで使う公共の財産です。まちがった使い方は、施
設の故障や下水道管の「つまり」や「悪臭」、「排水不
良」などの原因になり、場合によっては重大な事故に
つながります。私たちの豊かな生活環境のために、下
水道を使う一人ひとりがマナーを守って大切に正しく
使いましょう。





　みなさんの土地内の下水道管の設置・維持管理費
用は、原則として個人負担となっています。しかし、
公共下水道の利用促進を図り、またみなさんの経済
的負担がなるべく少なくなるように、次の条件をは
じめとして、一定の条件を満たしている私道に対し
ては、市が下水道管の敷設を行います。利用される
みなさんでよく話しあってください。
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